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JimとKurtzMarlow船 長 の
語 りに隠 さ れ た こ と
伊 勢 芳 夫
社会が閉 じられていた一 或 るいは,閉 じられているかのように考えら
れていた 時代においては,作 家は小説世界を彼の属している文化 とい
う堅固な基盤の上に築き上げてい くことが可能であった。 この場合,文 化
とは社会に属す る入々が寄 って立つ判断基準及び行動規範の体系のことを
意味する。その場合の小説とは,作家及び読者の属 している伝統的言語 ・
文化 コー ドの具体的な実例であって,作 家は素材 をそのコー ドを用いてテ
クス ト化 し,読者は同じコー ドを用いて,そ のテ クス トを解読するのであ
る。1)しか しなが ら,作 家(読 者)の 属 している社会の垣根が破れた場合
その極端な例は外国によって植民地化される場aに は,そ のよう
な文化 コー ドと小説作品の関係は複雑化す る。
英国小説には,DeforeのRobinsonCrusoe以来,海 洋(冒 険)小 説 と
いうジャンルがある。それは,主 人公は英国人であるが,舞 台は英国以外
の土地(植 民地 をも含めて)で あるような小説 をさす。2)従来,英 国小説
では ドメスチックな小説が重視され,一 方,海 洋小説は子供のための冒険
小説 と低 く見られがちである。 しかし,海洋小説が大英帝国の盛衰 を如実
に反映していることを理解すれば,我 々はそこに極めて普遍的な問題 を探
り当てることができるのである。それは単に領土の拡張 という現象のみに
留まらず,世 界が如何に認識 されていくかという問題をも含んでいるから
である。
例 えば,RobinsonCrusoeにおいて,英 国社会の文化 コー ドが極めて楽
観的に強引に外国の地に重ね合わされ,気 候 ・風土 ・伝統の全 く異なる地
で,英 国人がさなが ら英国社会で生活しているかの ように描かれているよ
うに,18・19世紀の海洋小説では,未 開人に洋服を着せ,聖 書の教えを諭
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すという英国人の理念や,地 球上のいかなる地においても神に寄って加護
されているというエ リー ト意識がビジョン化されたのであった。3)しか し,
19世紀末か ら,英 国の作家は徐々に異文化の存在 を認めていき,英 国主義
が相対化された世界 を作品化 していったのであった。その分岐点にある小
説家が,JosephConradである。
Conradは,非西欧世 界を素材にした小説家であるが,単 に作品の舞台
を英国以外の土地(植 民地をも含めて)に したというだけではな く,画期
的な手法の実験を行って,従 来の海洋小説が排除 してきた異文化世 界一
正確に言 うと,異文化世界の陰一 を読者にかいま見せ る。この論文にお
いて,異 文化世界がConradの作品に於ては何故排除されずテクス ト化 さ
れたのか,そ して,そ のテクス ト化はどのような性質の ものか を,Heart
of1)arknessとLordJimにおけるMarlow船長の語 りを分析することで
考察 していきたい。4)
***
ここに比較文化的アプローチによる興味深い調査結果がある。
W.Hudsonという学者が中 ・南部アフ リカに住むバ ンツー族の入々に男
がヤ リで獲物 を狙っている一連の絵 を示した。槍の先には象 とカモシカが
並べて描かれていて,男 はどちらを狙 っているか という質問をすると,そ
の答えは,学 校で教育を受けたことがあるかないかでかな り違 っていたの
である。同 じ質問を西洋の成人に した場合は,答えがまった く同 じになる。5)
では,如 何に空間的な位置関係 を認識するのであろうか。それは,三 次元
空間である日常場面での奥行 き知覚 とは全 く異なった学習によるものであ
る。実は,示 された絵に描かれている象はカモシカの半分以下の大 きさで
描かれてお り,又,絵 を対角線に走っている道を示す線は消点に向かって
収束 していて,そ れらを参考にすると,一つの共通 した読みができるので
ある。
上に挙げた比較文化的調査の一例が示すことは,西 洋画の技法である遠
近法で空間の位置関係が コー ド化されている場合,見 るものに遠近法の知
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識があればそれを解読でき,空間のイルージョンが生 じる。他方,遠 近法
の知識の全 く無いものにとっては,そ れは二次元平面の紙に描かれた人 と
象 とカモシカの絵にす ぎない。このことは,社 会一般にも敷衍できる。伝
達者が或 る社会の文化 コー ドを使 って紡いだテクス トは,同 じ社会に属す
る人間に対 しては自然な奥行 きのあるイルー ジョンを生 じさせ るが,そ の
コー ドに精通 していない人間には平板で,奇 異なものとしか映らない。
同様に小説家は彼の素材 を言語 ・文化 コー ドを用いて記号化し,読 者は
それを同 じコー ドを使って解読する。従って,異 なった言語 ・文化コー ド
で支配 された異文化 を作品に導入すれば,そ の部分はそのコー ドに無知な
読者には解読不能になる。そのため読者の既知なコー ドで置き替え,修正
ないし歪曲して記号化されるのである。その一つの例が,非 西洋社会に舞
台を設定 した小説における原住民の言葉の処理である。英語の小説におい
ては原住民はほ とんどの場合,稚 拙な英語 を話すか,古 風な英語を話す よ
うに描かれている。6)
そのような小説形式の異文化に対する閉鎖性に対して,Conradはモダ
ニス トの先駆け となる斬新な語 りの手法(印 象主義的描写方法や意図的な
二項対立概念の尽 き崩 し)を用い,異 質の文化 コー ドの機能する世界の存
在 を読者に暗示 したのである。その点が十九世紀的な全知の語 り手を用い
たKiplingと異なる点である。Kiplingは西洋 と東洋を二項対立的に,つ
まり,西洋を中心に東洋を周辺,あ るいは,合理主義 と神秘主義,男 性的
と女性的という風に捉えることで,東 洋 を西洋のネガ的に世界にして しま
ったのである。7)
それに対 してConradは,特にMarlow船長が語 り手の機能 を担 う作品
において,異 文化世界を覗 く穴をい くつか開けているのである。Marlow
の語 りの手法の斬新 さは3つ あ り,それ らは相互に影響 し合 って,結 果 と
して作品の文化的な閉塞性 を弱め,一 種の隙間を穿つのだといえるのであ
る。
1)Marlowは語る行為 を通して,Jakobsonの言 うところの言葉の指
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示機 能(referentialfunction)に対す る信頼 を喪失 してい く。何故 な ら,す
でに確 立 されて いた言葉 と指示対象 との関係が頻繁 に覆 され る ことに気付
くか らである。
2)Marlowは二項対 立的認識 に対 して,強 い懐 疑心 を感 じてい る。故
に,意 識的 に二項対立 を打 ち崩 した り,誇 張 した りす る。
3)Marlowは 聞 き手のために 異文化世 界 を解釈 す るこ とを,し ば しば
放棄 す る。従 って,そ の部分 は語 りのブ ラン クとして放 置 され る。
同時期 に書 かれたHeartofDarknessとLordJimの後半部分 のMarlow
船長 の語 りには,こ の三 つの特質が 同 じように看取 で きるのであ る。 しか
し,こ の二作 では,そ れ らの特質 に対す る強調 の置 き方や適用方 法 にずれ
や違 いれが あ り,そ の結 果,二 つ の小 説か ら独立 したテ クス トの意味 が生
み出 され る。
***
Marlow船長 が 言葉 の指 示機 能 に対 す る信頼 を喪 失 して行 く過 程 は,
HeartofDarknessにおいては前景化 されて いる。即 ち,彼 は最初 は事実 と
言語の結 び付 きを確信 して いた。`They[blackfellows]shouted,sang;...
theyhadbone,muscle,awildvitality,anintenseenergyofmovement,
thatwasasnaturalandtrueasthesurfalongtheircoast.Theywanted
noexcuseforbeingthere.Theywereagreatcomforttolookat.For
atimeIwouldfeelIbelongedstilltoaworldofstraightforwardfacts'
(p.14)8)その確信 は,す ぐにフラ ンスの軍艦 が原住民が潜 んで居 そ うもな
い岸辺 の茂み に不可解 な砲撃 を加 えるの を 目撃 した時 点か ら崩れ始 め る。
Marlowは彼の 回 りの 白人 たちが黒人達 を定義 する言葉 一`Hecalledthem
enemies'(p.14),`Butthesemencouldbynostretchofimaginationbe
calledenemies.Theywerecalledcriminals'(p.16),`Rebels!Whatwould
bethenextdefinitionIwastohear?Therehadbeenenemies,criminals,
workers-andthesewererebels'(p.58)一を聞 くにつれ英 語に対す る不 信
感 を募 らせ て い く。 それ らの黒人に対す る定義 は,彼 の印象 と完全 に食 い
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違 うばか りか,定 義 同志 も食 い違 ってい る。指示 対象 に関係 な く記号 表現
が生み 出され,そ れが別 の記号表現 によ って脱構 築 され るこ との反復 が起
こって い るので ある。それはつ いには,彼 に とって事実 で あるこ とを保 証
す る絶対 的存在 であ る海や空 も認 識不 能な存在へ と遠 ざか って い くのであ
る。`Never,neverbefore,didthisland,thisriver,thisjungle,thevery
archofthisblazingsky,appeartomesohopelessandsodark,so
impenetrabletohumanthought,sopitilesstohumanweakness.'(p.56)
一方 ,そ の言語観 はLordJimのMarlowに とっては 自明の こ ととな
ってい る。彼が`Forwordsalsobelongtotheshelteringconceptionof
lightandorderwhichisourrefuge.'(p.190)とい うの は,言 語の指示機
能 の弱 さを逆手 に取 り,言 語 は我々の精神 に人工 的な光 と秩序 の夢 を与 え
る ことで,・過酷 で混沌 とした現実か らの逃 げ場 として の記号 の楽園 を作 り
得 るの だ と言ってい るのであ る。
この よ うな言語観 は,必 然的に嘘 に対す る彼 の感 じ方 に も強 く影 響 して
い る。HeartofDarknessの若 いMarlowは 最初 は嘘 に対すて激 しい嫌
悪 感 を抱 いてい た。`YouknowIhate,detest,andcan'tbearalie,
notbecauseIamstraighterthantherestofus,butsimplybecauseit
appalsme.Thereisataintofdeath,aflavourofmortalityinlies...'
(p.27)しか し,彼 自身,皮 肉に も小 説の最後 の場 面 でKurtzの婚約者 に嘘
をつか ざるを得 な くな る。
LordJimの後半 部 分 にお いては,文 化 コー ドの違 いで生 じる不可 避の
嘘が重要 な 問題 として登場す る。記号表現 と記号 内容 の結び付 きが社 会に
よって決め られてい る以上,或 る社 会で妥 当す るこ とも,別 の社会 で は妥
当す る とは 限 らな い。 この文 化 コー ドの 違 い で生 じる不 可 避 的な嘘 を
Patusanにお いてJimとMarlowは つ くこ とに なる。効率 性 を金科玉条
とす る資本主義社会 におい てJimに下 され た無能 とい うレッテル を彼 の恋
人は どうして も信 じようと しないか らだ。"`Thisistheverythinghe
said...Youlie!'"(p.194)
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このことか ら類推すれば,HeartofDarknessの最後の場面でMarlowの
つ く嘘は不可避的であった と思われる。なぜなら,彼がいうようにKurtz
の婚約者に事実 を言うことは彼女の唯一の存在基盤を奪 うことになるか も
知れないが,し かし,た とえ言った としても彼女が信 じたとは思えない。
む しろ,彼 をJimの恋人がそうしたように嘘付 きと決め付けるだろう。そ
れは彼女が頑迷であるからでな く,それが言われるコンテクス トが問題な
のである。
すでに触れたように,Heartof1)arknessのMarlowは,彼自身の黒人
に対す る印象 と回 りの白人が下す定義 との間にかなりの懸隔があることを
発見 して驚 くのだが,こ れは英語が指示機能に支配されているよりも遙か
に強力に,西 洋 を常にその優越概念で捉えようとする二項対立的認識に支
配されているか らである。常に非西洋世界は,野 蛮な もの,遅 れた もので
あり,一方,白 人は進歩を極めた神のような存在であるといった二項対立
的にしか,十 九世紀英語は捉えない。そして,必 然的にそのような二項対
立的世界観はMarlowの語 りに侵入して きて,非 西洋世界を排除するか,
その独立性 を奪おうとす る。それに対 して,HeartofDarknessとLord
Jimでは,Marlowは相反する反応を示す。すなわち,前者のMarlowは
意識的に二項対立 を打ち崩すが,後 者ではむ しろ二項対立 を誇張する。そ
の差は取 りも直さずMarlowのJimとKurtzに対する態度の違いである。
それか ら,異文化世界を解釈してい く姿勢 も二作では非常に隔たっている。
後者の彼の語 りは,異文化社会をJim/Marlowの空想で被い尽 くそうと
しているのに対 して,前 者では,西 洋社会の言語 ・文化コー ドで解 読でき
ない現象に直面 した場合,無 理に既存のコー ドで類推 したり,こ じつけた
りせず,一 時,解 釈 を放棄する。
He had tied a bit of white worsted round his neck —  Why  ? (p. 18) 
Her hair was done in the shape of a helmet; she had brass leggins to 
the knees, brass wire gauntlets to the elbow, a crimson spot on her
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tawny cheek, innumerable necklaces of glass beads on her  neck  ;
She was savage and superb, wild-eyed and  magnificent  ; there was 
something ominous and stately in her deliberate  progress... upon the 
whole sorrowful land, the immense wilderness, the colossal body of 
the fecund and mysterious life seemed to look at her, pensive, ... 
                                          (pp.61-2)
つ ま り,HeartofDarknessの語 りでは,非 西洋世 界において西洋社会 の
言語 ・文 化 コー ドで解読 で きない現象 に直面 した場合,Marlowは既存 の
コー ドで解釈 をす るこ とを可能 なか ぎり抑制す る。その結果,明 確 に記述
出来な い,つ ま り,テ キス ト化 できない部分は,疑 問符や,或.い は(F.R.
Levisは非難 したが)9)・inscrutable,incomprehesible,inconceivably'等
の語 に よって,そ の存 在だけ を暗示す るので ある。つ ま り,非 西洋世 界 を
解釈保留 の ままブ ラン クの形 でテクス トに壜め こむのであ る。或 いは,西
洋 の言語記号 では捉 え られ ない非西洋世 界 を`darkness'や森等 で象徴 させ
る。
さ らに,Marlowな印象主義的手法 に よって英PGに内在す る;項 対 立的
認識傾 向 を抑制 して いる。10)上に挙 げた二番 目の 引用 はいわゆ る`black
princess'を彼 が最 初 に見 た'ときの描写 の一部 であ るが,そ の際`savage
andsuperb'や`ominousandstately'のように相殺 的に二項 対立 的概 念
が並列 されてい るの を除 けば彼女 を描写す るのに使わ れた 、132語の 中,わ
ずか2語(`barbarous',`bizarre')が二項対立 的認識傾 向 を示 してい るだけ
である。
一方,LordJimの後半部分 において,例 えば,`TheSiamesewQman,
withbig,barelegsand,astupid,coarseface,...Anugly,yellowchild,
nakedandpot-belliedlikealittleheathengod'(p.210)や`Herwhite
figureseemedshapedinsnow(p.211)を見れ ば,Marlowはむ しろ二項
対立的認識傾 向 を故 意 に弾調 してい る。 それは 、HeartofDarknessと較べ
,; JimとKurtz‐Marlow船 長 の 語 りに 隠 され た こ と
る まで もな く,LordJimの前 半 と後 半 の彼 の語 りのパ ター ン を較 べ て も
歴然 として いる。
***
これ までHeartofDarknessとLordJimの後半部分 のMarlowの語 り
を分 析 して きて,彼 が非西洋世界 に対 して一方 な らず関心 と共 感 を感 じて
い るよ うな印象 を持つ が,実 際 は非西洋世 界 に対 す る心理 的距離感 は極 め
て大 きい。`HadSteinarrangedtosendhim[Jim]intoastarofthefifth
magnitudethechange`couldnothavebeengreater'(p.133)。しか も彼は
西洋世界 と非西洋世 界 との間に横 たわ る高 い壁 を強 く意識 して いる。
`[We]tookhim[Jim]andhovehimoverthewallwithscantceremony'
(p.140)。それに彼 は故 郷に対する絆 を強 く意識 していて,人 は生 まれ た社 会
か ら彼 の存 在基盤 となる価 値観や行動 規範 を学 ぶ もの である と語 る。`Sois
manrootedtothelandfromwhichhedrawshisfaithtogetherwith
hislife.'(p.136)それゆ え,故 郷 か ら完全 に切 り離 されれば,そ の人 間は
存在論 的危 機に落 ち入 る。HeartofDarknessでも彼は同 じ主 旨の ことを述
べ てい る。 だか ら,Marlowが語 るのは 異文化世 界の代弁 者 となるため で
な く,あ くまで も西洋文 明の側か らの検証 で ある。JimもまたPatusanに
おいて,彼 のよ って立つ 存在基盤 をそのマ レー 入の社 会に見 い出そ うとは
せず,あ くまで も西洋 的 ・キ リス ト教 的精神基盤 を保 持 しよ うとす る。そ
れはJimの 父親の手紙 に見 られ るような一`Virtueisonealloverthe
world,andthereisonlyonefaith,'(p.207)一排 他的 な ものであ った。
それゆ え,そ の点 に関 してMarlowは 心情的 に一体 化 したJimの 代 弁
者 とな る。 そ して,言 語の本質 を熟知 してい るMarlowは,彼の語 りか ら
Patusanの社会 の異文化 性 を捨 象 し,形 骸化 し,フ ィクション化 してい く
操 作 を行 ってい く。すでに 言及 した よ うに二項対立 的認識傾 向 を前景 化 し,
Patusanの社 会 のロー カル で伝 統的 な文化 コー ドを西洋 の と くに英 国の言
語 ・文化 コー ドで置 き替 え,テ クス ト化す るとい う操作 を行 って い く。 そ
の操作 の典 型的な例が,PatusanでのJimの恋 人の変貌 にみ られ る。`She
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livedsocompletelyinhiscontemplationthatshehadacquiredsome-
thingofhisoutwardaspect,somethingthatrecalledhiminhermove-
ments'(p。172)。それ は,Jimが 実践 しよ うとした帝 国主義 的行動 バ ター
ン`Hehadamindtotryacoffee・plantationthere.(p.195)と
対応す る,言 わば精神上 の帝 国主義 である。
そ うい う点におい ては,む しろ,Kurtzの方が植民 地主義者 的ではな い。
確か に,`TheInternationalSocietyfortheSupPressionofSavage
Customs'に寄 稿 した報 告書 で植 民地主義 の理 想 を標榜 したあ と,馳末尾 に
その方 法 は`Exterminateallthebrutes!'であ る と注 を付 け るわけであ る
が,こ れ は植 民地主義 の理 念その もの を脱構築 した ものであ って,書 き手
の真 意 を表す とは必ず しも断定で きない。実際,Kurtzは他 の植民地主義
者 の よ うに奪 い,迫 害す るだけで はな くて,自 ら黒 人の社 会の 流儀 に染 ま
ったの であ るか ら。
LordJimにおいて,し ば しばPatusanの社 会 をフ ィクシ ョン化 して い
るこ とをMarlow自 身告 白す るこ とが あ る。例 えば`-Iamcertainof
them.Theyexistasifunderanenchanter'swand.Butthefigureround
whichallthesearegroupedthatonelives,andIamnotcertainof
him.Nomagicians'swandcanimmobilisehimundermyeyes.Heis
oneofus.'(p.201)と彼が言 うが,こ の魔法使 い とは彼 自身であ る。 しか
し,Jimの ようにナ イー ブで ないMarlowは,や み くもにPatusanの社
会 をフ ィクシ ョン化 す るこ とに没頭 で きて いない。そ もそ も彼はそ のよ う
なフ ィクシ ョン化 をJimに 対 して行使 し,Jimを単 な るMithに追 いや る
こ とを望 ま.ないのであ る。
一 方,JimはPatusanとい う異文化世 界の コンテクス トに置かれ た結 果,
必 然的に そこに存在す る主体 の集 団か ら,Jim/Marlowとは 異 なった コ
ー ドで読 み取 られて行 く。彼 等は独 自にJimをフ ィクシ ョン化 した り,彼
等 自身 の言語 ・文 化 コー ドでJimの意味 を作 り上 げて い く。元来,そ の よ
うな ものに対 して敏 感 なMarlowは,そ れか らの影響 を一切排 除 し ようと
150 JimとKurtz‐Marlow船長の語 りに隠されたこ と
して も,彼 の語 りに痕 跡 として残 るの である。その よ うな彼の語 りに現 れ
る躊躇や不 明 な点が語 りの一貫性 を阻害 し,語 りが構築 したPatusanの社
会 に対す る信頼 を損 ない,懐 疑 の念 を引 き起 こすの である。
***
LordJimのMarlowの語 りに於 て は,表 面上は,JimとPatusanのマ
レー 人 との信頼 関係 が築か れてい るよ うに読 め るが,そ の実,い み じ くも
彼 の語 りの 聞 き手 の一人が"`givingyourlifeuptothem[natives]'_
`waslikesellingyoursoultoabrute'"(p.206)とJimと原 住民 の
間の実際の状 態 を洞察 した ように,11)永面下に於 て双 方の利害 関係 が鋭 く
対 立 して い る。そ して,そ れがJimの致命 的な判断 ミスにつなが るの であ
る。
西洋世 界 か ら逃 げて来 たBrownが 略奪 を 目的でPatusanに侵 入 して来
た とき,DainWarisがい ち早 く攻 撃 し,Brown一味 を小高 い丘 に追 い詰
め たの だが,そ れか らの こ とはその時,不 在 であ ったJimの帰 りを待つ こ
とに部族 の長た ちは決定 した。殊 にす ぐにで も自分 の地位 を子 に継がせ た
い と思 って いるDainWarisの父親は,自 分 の息子 を危険 な 目に会 わせ た
くなか った のである。や がて,Jimは帰 って来 る。 そ して一 対一でBrown
と交渉 す るのであ るが,そ の結 果はBrownの 要求 を完全 に飲む とい うも
のであ った 。即 ち,武 器 を取 り挙 げず に彼等 を逃が してや る とい うので あ
る。 これは,Jimの 方の数 は遙 かに 多いが,旧 式のマ スケ ッ ト銃 に対 して
腕 の立つ殺 人集 団 をライフル を持 た した まま放 つ のであ るか ら,IanWatt
が弁護 す る よ りは遙か に危 険な決定 であ る。12)交渉 当時,状 況 はJimの方
に遙か に利 があ ったの だか ら,ど うして その様 な条件 を飲 んだので あろ う
か。 それ に対 して,GustavMorfは綿密 な分析 をして いる。つ ま り,西 洋
世 界か ら逃 げて きたBrownに,Jimは 自分 の分 身 を見,し か もその こ と
をBrownは す ぐに察 して,う ま く立 ち回った とい うのであ る。13)
そのMorfの 解釈 はテ クス トの他 の部分 とも整合性 をもって い るよ うに
思 われ る。 しか し,注 意深 くMarlowの語 りに耳 をす ませ て いれ ば,二,
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三 不 審 な 点 を発 見 す る で あ ろ う 。 そ の 一 つ はJimが 彼 の 恋 人 に`Ifyouand
DainWarishaddonewhatyouwanted,notoneofthesepoordevils
wouldbealiveto-day.'(P。240)と語 っ た が,ど う し て 彼 はDainWaris
と協 力 し てBro㎜ を 倒 さ な か っ た の だ ろ う か 。 さ ら に,族 長 達 とBrown
に 関 し て.の会 議 の 席 で,Jimは,無 条 件 でBro㎜ を逃 が し て や る と い う
提 案 に 難 色 を示 す な ら,℃allinDainWaris,yourson,myfriend,forin
thisbusinessIshallnotlead,'(p.239)とDoraminに宣 言 し た の だ が,
ど う し てJimは こ の 場 でDainWarisを な ざ し た の で あ ろ う か 。 こ こ で
思 い 出 さ れ る の が,Brownの 見 たJimの 姿`inaknotofcoloured
figuresmotionlessbetweentheadvancedhousesamaninEuropean
clothes,inahelmet,allwhite.'(p.230)一一で あ る 。 さ ら にMarlowの
語 るPatusanで のJimとDainWarisの 評 価Beloved,trusted,and
admiredashewas,hewasstilloneofthem,whileJimwasoneofus.
Moreover,thewhiteman,atowerofstrengthinhimself,wasinvulner-
able,whileDainWariscouldbekilled.(p.220)であ っ た 。 こ のJim
自 ら も 執 着 し,ま た 実 際 にPatusanの人 々 か ら 勝 ち 得 た イ メ ー ジ は,ま さ
にKurtzが`Exterminateallthebrutes!'とい う フ レ ー ズ で 脱 構 築 し た
植 民 地 に お け る 典 型 的 な 白 人 の イ メ ー ジ で は な い か 。
JimはBro㎜ に 武 器 を 引 き 渡 さ せ る こ と が 出 来 な か っ た 。 け れ ど も,
ゴ
DainWarisの戦術 に全面 的に従 うこ とは,彼 のPatusanでの評価 を崩す
こ とに なる。従 って,DainWarisとは違 った,そ の上,彼 には絶 対に真
似 の出来 ない方 法一 しか も一滴 の血 も流 さないので,成 功す れば絶対的
な歓 迎 を受 け る一一一一.一方 法 を とった。 しか し,そ れは暴挙で あった。
GeorgeOrwell等が 冒険小説 的浅薄 さがある と指摘す るLordJimの後
半部 分 は,ユ4)単に西洋 の文化 コー ドでテ クス ト化 され,異 文化性 を喪失 し
たPatusanの社会がMarlowに よって語 られてい るだけ ではない。 その
語 りに一貫性 の崩れ た部分が あ り,そ れ は語 りの信 頼性 を揺 るが し懐疑 の
念 を抱かせ,テ クス トの再解釈 の衝動 を起 こさせ る。 そして,よ り一層注
152 JimとKurtz-Marlow船 長 の 語 りに 隠 され た こ と
意深 くテクス トを解読するようになると,最初は前半部に較べて遙かに見
通 しがいいと思えた後半部 も,致 る所にその様な一貫性の崩れた部分が発
見できる。それは遠 くの景色だと思 っていたものが,書 き割 りか何かであ
ると気付 くのに似ている。そして,や がてMarlowの語 りの一貫性の崩れ
た部分が二つの文化世界を仕切 る壁の僅かな隙間であり,その隙間から厳
しい利害対立の火中におかれたJimのもう一つの姿がかいま見られるので
ある。 このような西洋の文化 コー ドで読み取れば奥行 きを示すMarlowの
語 りの内側 にあるテクス トと,非西洋の文化 コー ドでシステム化 されてい
る彼の語 りの外側にあるテ クス ト.一一従って,彼 の語 りの隙間か ら読者は
覗 き見す るしかないテクス トrが 並存 している重層的構造をLordJim
の後半部は抱えているのである。
注
1)言 語 ・文 化 コー ドに 関 し て は,池 上 嘉 彦 ・山 中 桂 一 ・唐 須 教 光 『文 化 記 号
論 へ の 招 待 』(有 斐 閣 選 書,1983年),或 る い は,RobertScholes,Semiotics
AndInterpretation(NewHavenandLondon:YaleUniversityPress,
1982)を参 照 。
2)MartinGreen,DreamsofAdventure,DeedsofEmpire(Londonand
Henley:Routledge&DeganPau1,1980)に英 国 の 冒 険 小 説 の 歴 史 が 詳 し
く述 べ られ て い る 。
3)PatrickBrantlinger,RuleofDarkness:BritishLiteratureAndImperi-
alism,1830-1914(lthacaandLondon:CornellUnibersityPress,1988)
は英 国 文 学 に 反 映 し た 帝 国 主 義 の 影 響 を歴 史 を 追 っ て 記 述 ・して い る 。
4)AlanWarrenFriedman,`Conrad'sPicaresqueNarrator:Marlow's
Journeyfrom"Youth"throughChance'JosephConrad:TheoryAnd
WorldFictioned.byWolodymyrT.Zyla(Lubbock,Texas:TexasTech
University,1974),pp.17-39でMarlowが語 り手 で あ る 四 作 を 系 統 だ て て 論
じて い る。
5)『パ ー ソ ナ リテ ィ 図 説 ・現 代 の 心 理 学1』(星 野 命 訳,講 談 社,1976年),
pp.35-6.
6)GeorgeOrwellは植 民 地 主 義 を批 判 したBurmeseDaysの中 で`Weshall
havetosackthisfellowifhegetstotalkEnglishtoowell.Ican'tstick
[native]servantswhotalkEnglish'と一 人 の 英 国 人 に 言 わせ て い る 。
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7)こ の こ とは あ くま で小 説 の語 りの レベ ル の こ と で あ り,そ れ 以 外 で は,む
しろKiplingの方 がConradよ り も邁 か に 東 洋 に 対 して 理 解 を 示 して い る と
い え る だ ろ う。 『
8)JosephConrad:HeartofDarknessReviseded.byRobertKimbrough
(NewYork:W.W.Norton&Company,1971),p.14.また,Lord,Jimの
テ ク ス トは ノosephConrad:LordJimed.byThomasC.Moser(NewYork:
W.W.Norton&Company,1968)を使 用 。 以 下,特 に指 示 の な い 場 合,こ
の 二 作 へ の 言 及 は 頁 数 の み 本 文 に 記 入 。
g)F.R.Leavis,TheGreatTradition(PenguinBooks),pp.204-10は`[Conrad]
isintentonmakingavirtueoutofnotknowingwhathemeans.'と非 難
して い る 。
10)Conradの印 象 主 義 的 手 法 に つ い て は,BruceJohnson,℃onrad'sImpres-
sionismandWatt's"DelayedDecoding"'ConradRevisited:Essaysfor
theEighties,ed.byRossCMurfin(TheUniversityofAlabamaPress,
1985),pp.51-70を参 照Q
11)BenitaParry,ConradandImperialism:IdeologicalBoundariesand
VisionaryFrontiers(LondonandBasingstoke:TheMacmillanPressLtd.,
1983),p.89を参 照 。
12)IwanWatt,ConradintheNineteenthCentury(Berkely:Universityof
CaliforniaPress,1979),pp.338-56.
13)GustavMorf,ThePolishHeritageofJosephConrad(London:Sampson,
Low,Marston,1930),pp.149-66.
14)AlbertGuerardはConradtheNovelist(Cambridge,Mass.:Harvard
UniversityPress,1958)で`[Conrad]givesadisproportionateattentionto
thePatusanbackground'と言 い,GeorgeOrwellはTheCollectedEssays,
ノournalismandLetters,editedbySoniaOrwellandIanAngus(Penguin
Books),4vol.で,`LordJim,forinstance,isanabsurdityasawhole,
inspiteofthebrilliantpassagesdescribingthescuttlingoftheship.'と
Conradの東 洋 に対 す る 無 知 を け な し て い る 。
